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 要  旨 
日本語には擬音語や擬態語といったオノマトペが豊富に存在し，日常的な会話をはじめ，文学
表現，雑誌や新聞，広告，漫画など幅広い分野で利用されている． 
オノマトペは音と密接な関わりのある表現であり，ある特定の語のもつ固有の意味とは別に，
その語を構成する音声がなんらかの象徴的な意味を喚起することがある．これを音象徴といい，
オノマトペの音と意味の関係に着目したさまざまな研究がなされている．  
先行研究から，より創作的・独創的で斬新なオノマトペ表現のほうが聞き手・読み手にとって
より印象に残り，またイメージが具体的に喚起され，感性に直接的にうったえかけることができ
ることがわかった．ただしオノマトペは感覚的で曖昧な表現であるがゆえに，オノマトペ表現の
創作は個人の感覚に依存するところが大きいということもわかり，創作者自身の主観的な感覚や
経験などをもとに，創作者ごとに微妙にニュアンスの異なる印象評価基準に基づいて創り出され
ているのではないかと考えられた． 
本研究では客観的な印象評価基準に基づくオノマトペの創作支援を目的として，オノマトペの
生成システムを開発し，清水・坂本（2011）のイメージ評価システムと統合した．これら 2つの
システムによって，ユーザの表現したいイメージにあてはまる，新奇性のあるオノマトペ表現の
創作を支援することが可能となる． 
 まず清水・坂本（2011）のイメージ評価システムをもとに，生成システムの開発に着手した．
オノマトペを生成するための手法としては，遺伝的アルゴリズムを採用した．オノマトペ表現を
遺伝的アルゴリズムによって最適化するために，ひとつひとつのオノマトペ表現を遺伝子個体と
みなし，遺伝子個体を模した数値配列データによってオノマトペ表現を扱う．生成システム起動
時に無作為生成された初期オノマトペ個体群に対し，ユーザがシステム上で入力した印象評価値
を目的とした遺伝的アルゴリズムによりオノマトペ表現の最適化を試みることで，最終的にユー
ザの印象に適合したオノマトペ表現の候補が得られる． 
以上から，オノマトペのもつ音象徴という普遍的な特徴に着目し，オノマトペの印象を定量的
に評価する先行研究を応用して，オノマトペを生成する手法を考案することができた．またその
生成手法に基づいて，ユーザの入力した印象評価値に適合した，オノマトペ表現の候補を生成し，
ユーザに提示するシステムが実現した． 
 
